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「未来の教室」実証事業中間報告：
株式会社キャリアリンク

事業概要 進捗状況と今後の展望
場所も時間割も教科書も超えて、自分の興味関心の
あることを探究していく学びを自ら選んでいける子
どもを育成するための学習システムの構築と社会実
装をめざしたプロジェクトです。

Active&Adaptiveな「未来の教室」を日本の教育に
おいて広く実現するためには、現場における
ABSL(Activity based Subject Learning）の実現性
とその有用性を明示することがら始めなければなり
ません。

ABSL－つまり、「教科単元から」の積み上げ、それ
を横断的につなげる学びではなく、「アクティビ
ティ（活動）から」展開する教科単元と無作為につ
ながる学びを指します。

ABSLアプローチで開発されたコンテンツを、教育現
場にどのように提供すべきか、学習到達度をどう見
とるべきか、有識者×東京大学先端科学技術研究セン
ター×キャリアリンクの三者で議論しながら、今年度
は
・長野県軽井沢町
・広島県東広島市
・東京大学（異才発掘プロジェクト ROCKET）

で実証を行います。

〇9月 ：有識者検討会の実施
〇10月：有識者への個別ヒアリング
〇10月3日、4日：長野県軽井沢町における1泊2日の実証研究

自分の興味関心のあることを探究していく学びを自ら選んでいくために、
・コンテンツの内容がどうあるべきか
・どのような形で公教育現場に提供されるべきか

有識者の知見を活かし、上記の要件整理を行いつつ、
その要件を踏まえたトライアル的な初回の実証を実施。

実証から見えてきた課題（学びの見とりなど）を踏まえ、
更なる要件の整理、及びアセスメントの方向性について協議を行い、
次回広島県東広島市における実証に向けたコンテンツを開発中。

また、並行して、コンテンツを公教育現場へ届けるための「教科単元」とのマッチング
についても検討中。
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参考①）株式会社キャリアリンク
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